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主 な 記 事

・医療費助成の拡充を求める請願
　　　全市町村で採択 （１面）

・どうなるこれからの医療 （２面）
・ホスピタリティ発想と、

スタッフの成長支援 （３面）
・社保だより （４面）

　
平
成
23
年
４
月
に
脳
梗
塞
の
た

め
、
約
６
カ
月
の
入
院
生
活
を
二

戸
病
院
と
雫
石
の
岩
手
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
送
り
ま

し
た
。
退
院
後
、
フ
ィ
ジ
オ
セ
ン

タ
ー
盛
岡
に
週
３
回
、
月
水
土
と

通
っ
て
５
年
３
カ
月
と
な
り
ま

す
。
リ
ハ
ビ
リ
の
成
果
は
、
と
な

る
と
、
右
足
の
歩
行
は
出
来
る
様

に
な
っ
て
は
い
ま
す
が
、
階
段
歩

行
は
十
分
出
来
ず
、
発
声
も
出
来

る
け
れ
ど
も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
こ
の
文
章
も
左
の
手
で
書
い
て

い
る
わ
け
で
、
自
分
の
書
い
た
物

と
は
い
え
、
こ
れ
を
清
書
す
る
人

は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
一
番
大

変
な
の
は
右
手
の
機
能
の
回
復
度

で
ま
だ
眠
っ
た
ま
ま
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
あ
え
て
、
現
在
の
事
を
書
く
の

は
、
開
業
歯
科
医
で
あ
っ
た
自
分

が
、
脳
障
害
が
起
き
た
時
か
ら
仕

事
も
出
来
ず
、
行
動
も
制
限
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。
今
は
開
業
も

止
め
、
リ
ハ
ビ
リ
だ
け
の
生
活
で

す
。
た
だ
、
学
校
医
は
一
年
間
休

ん
だ
あ
と
、
不
十
分
な
が
ら
続
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
険
医
協
会

の
理
事
も
続
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
会

員
も
続
け
て
い
ま
す
。
な
ぜ
続
け

る
の
か
？
と
聞
か
れ
る
時
が
あ
り

ま
す
。
止
め
た
い
時
も
あ
り
ま
す
。

で
も
止
め
れ
ば
や
る
事
が
な
く
な

り
ま
す
。
な
に
し
ろ
暇
で
す
。
も

し
わ
ず
か
で
も
自
分
の
力
が
戻
れ

ば
、
将
来
戻
っ
て
く
る
息
子
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
や
れ
れ
ば
と

考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
現
状
が
あ
ま
り
変
わ
ら

ず
と
も
、
や
れ
る
事
は
や
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
と
同
じ
様

な
障
害
を
持
つ
同
業
の
方
の
事
を

考
え
る
と
な
お
さ
ら
や
れ
る
事
を

示
し
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で

す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
澤
）

は
り

　
本
県
の
医
療
費
助
成
制
度

の
拡
充
を
目
指
し
て
、
当
協

会
は
２
０
１
２
年
よ
り
県
内

各
市
町
村
議
会
に
対
し
て
請

願
採
択
を
求
め
る
取
り
組
み

を
進
め
、
昨
年
12
月
の
釜
石

市
議
会
採
択
に
よ
り
全
て
の

議
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
提
出
に
あ
た
り
、
地

元
の
議
員
さ
ん
を
紹
介
頂
き

ま
し
た
先
生
方
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
で
は
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
に
お
い
て
は
37
の
都

府
県
で
現
物
給
付
を
導
入
。

東
北
で
は
秋
田
県
や
山
形
県

が
全
て
の
項
目
で
現
物
給
付

を
導
入
す
る
一
方
、
本
県
の

み
が
全
て
の
項
目
で
償
還
払

い
と
遅
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
県
民
の
声
や
当

協
会
の
こ
う
し
た
取
り
組
み
、

ま
た
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

制
度
拡
充
を
求
め
る
岩
手
の

会
な
ど
各
団
体
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
県
は
就
学
前
の
子

ど
も
と
妊
産
婦
に
限
り
現
物

給
付
導
入
を
表
明
。
２
０
１

６
年
８
月
診
療
分
よ
り
現
物

給
付
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
小
学
校
入
学
後
の

児
童
・
生
徒
・
障
が
い
者
・

ひ
と
り
親
家
庭
は
償
還
払
い

の
ま
ま
で
す
。
傷
病
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に

は
、
全
て
の
項
目
に
つ
い
て

現
物
給
付
導
入
が
有
効
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
自
治
体
が
現
物
給
付
導
入

に
悩
む
最
大
の
要
因
は
、
現

物
給
付
を
行
っ
て
い
る
市

町
村
に
対
す
る
国
か
ら
の
国

保
支
援
金
の
減
額（
ペ
ナ
ル

テ
ィ
）で
す
。
国
は
現
物
給
付

を
行
え
ば「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」

す
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
医
療
費
助
成
の
手

厚
い
群
馬
県
で
は
、
時
間
外

や
重
症
者
の
受
診
が
減
っ
た

こ
と
で
、
医
療
費
の
増
加
が

抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
廃
止
す
る

よ
う
、
全
国
知
事
会
な
ど
自

治
体
関
係
者
も
国
に
求
め
て

き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、や
っ

と
国
は
２
０
１
８
年
度
よ
り

就
学
前
の
子
ど
も
に
限
り
、

ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
行
わ
な
い
と

決
め
ま
し
た
。
そ
の
費
用
は

年
間
60
億
円
で
す
。

　
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
廃
止
は
就

学
前
の
子
ど
も
に
限
ら
ず
、

全
て
の
対
象
者
に
適
用
す
る

べ
き
で
す
。
ま
た
、
自
治
体

に
お
い
て
は
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ

廃
止
に
よ
り
生
じ
た
予
算
を

医
療
費
助
成
の
拡
充
に
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
と
考
え
ま
す
。

１
、
県
は
医
療
費
助
成
制
度
の
給
付
方
法
に
つ
い
て
現
物
給
付
と
し
て
下
さ
い

２
、
国
は
現
物
給
付
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
に
係
る
国
庫
負
担

金
の
削
減
を
や
め
て
下
さ
い

岩手県の医療費助成制度の現物給付を求める
市町村議会請願採択状況（2016年12月16日現在）

2012年 12月議会（陳情）西和賀町、野田村

2013年

 6月議会
洋野町、矢巾町、陸前高田市、
八幡平市、一関市

 9月議会 岩手町

12月議会
平泉町、軽米町、一戸町、
滝沢村

2014年

 3月議会
九戸村、雫石町、花巻市、
北上市

 6月議会
奥州市、遠野市※、紫波町、
住田町

 9月議会 普代村、二戸市

12月議会
大槌町、岩泉町、田野畑村、
盛岡市

2015年
 6月議会

山田町、金ケ崎町、宮古市、
葛巻町

 9月議会 久慈市
12月議会 大船渡市

2016年 12月議会 釜石市※
※遠野市議会と釜石市議会は、国への意見書（ペナルティ

の廃止を求める意見書）のみの採択。

和やかに懇談

教
職
員
の
７
割　

自
身
の
口
腔
へ
の
関
心
が
生
徒
に
影
響

盛
岡
市
歯
科
医
師
会
と
懇
談

　
12
月
15
日
㈭
、
ホ
テ
ル
東

日
本
盛
岡
に
て
盛
岡
市
歯
科

医
師
会（
以
下
、
盛
歯
と
略
）

と
の
懇
談
を
開
催
し
、
盛
歯

か
ら
は
前
川
秀
憲
会
長
、
小

笠
原
宰
記
、
鈴
木
洋
之
介
副

会
長
、
佐
藤
寿
久
専
務
理
事
、

村
上
克
利
常
務
理
事
が
出
席

さ
れ
、
当
会
か
ら
は
小
山
田

榮
二
副
会
長
、
伊
藤
進
、
黒

田
康
之
、
三
浦
陽
子
、
米
持

武
美
常
任
理
事
、
事
務
局
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
専
務
理
事
は
、
盛
岡

市
へ
の
提
言
の
報
告
と
学
校

教
職
員
の
意
識
調
査
の
結
果
、

教
職
員
の
７
割
が
自
分
自
身

の
口
腔
へ
の
関
心
が
児
童
生

徒
の
健
康
に
影
響
す
る
と
自

覚
し
、
異
常
を
感
じ
て
い
て

も
多
忙
で
健
診
な
ど
が
先
延

ば
し
と
な
り
、
自
分
の
口
腔

の
状
況
を
把
握
で
き
て
い
な

い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
児

童
生
徒
の
み
な
ら
ず
、
教
職

員
の
た
め
の
歯
科
健
診
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
当
会
か
ら
は
活
動
報
告
や

関
連
資
料
の
紹
介
を
行
い
、

活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
求
め
ま
し
た
。

請
願
項
目

岩
手
県
内
全
て
の
市
町
村
議
会
が
採
択

医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
請
願

ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
廃
止

　

当
協
会
は
11
月
29
日
㈫
、

県
内
全
て
の
市
町
村
長
宛
て

に
「
台
風
10
号
に
よ
る
被
災

者
へ
の
医
療
費
窓
口
負
担
の

免
除
等
を
求
め
る
要
請
」
書

を
送
付
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
８
月
30
日

に
発
生
し
た
台
風
10
号
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
方
々
に
対

し
、
11
月
22
日
に
県
後
期
高

齢
者
広
域
連
合
が
一
部
負
担

金
を
免
除
す
る
方
針
を
示
し

た
こ
と
を
受
け
、
各
市
町
村

長
に
対
し
、
台
風
10
号
で
被

災
さ
れ
た
方
の
医
療
費
免
除

（
発
災
時
ま
で
遡
及
し
て
適

用
）
と
、
後
期
高
齢
者
広
域

連
合
で
行
っ
て
い
る
医
療
費

窓
口
負
担
の
免
除
に
つ
い
て

広
報
等
で
周
知
す
る
よ
う
求

め
た
も
の
で
す
。

　
岩
泉
町
、
宮
古
市
で
は
昨

年
12
月
か
ら
国
保
の
被
災
し

た
方
を
対
象
に
免
除
を
行
っ

て
い
ま
す
（
対
象
の
方
は
免

除
証
明
書
を
持
っ
て
医
療
機

関
を
受
診
）。

台
風
10
号
被
災
者
へ
の

医
療
費
窓
口
負
担
免
除
を

　
全
市
町
村
に
要
請
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焼
却
炉
か
ら
漏
れ
出
る
放
射
能

　

11
月
20
日
㈰
、
盛
岡
の

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛

岡
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
で
第

１
２
１
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
が
行
わ
れ
、
当
協
会
か
ら

南
部
会
長
、
坂
副
会
長
、
佐

藤
、
東
山
各
常
任
理
事
、
事

務
局
が
参
加
し
、
東
北
各
協

会
、
保
団
連
よ
り
計
23
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
午
前
は
、
岩
見
神
経
内
科

医
院
院
長
（
宮
古
市
）
の
岩

見
億
丈
氏
に
よ
る
「
焼
却
炉

か
ら
漏
れ
出
る
放
射
能
」
と

題
す
る
学
習
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

岩
見
氏
は
、
宮
古
市
で

２
０
１
３
年
か
ら
始
ま
っ
た

一
般
廃
棄
物
焼
却
炉
で
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
汚
染
牧
草
の

焼
却
に
つ
い
て
、
99
・
９
％

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
除
去
す

る
と
言
わ
れ
て
い
た
バ
グ

フ
ィ
ル
タ
ー
か
ら
漏
出
し
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
焼
却

炉
の
研
究
を
始
め
た
と
述
べ

ま
し
た
。

　

土
壌
調
査
に
お
い
て
は

焼
却
炉
近
く
の
土
に
Cs

１
３
４
、１
３
７
が
濃
縮
、
そ

れ
ら
は
空
間
的
分
布
よ
り
焼

却
炉
か
ら
排
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

り
、
放
射
能
土
壌
汚
染
量
と

物
質
収
支
の
研
究
は
矛
盾
し

て
い
な
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
保
険
医
に
必
要
な

事
と
し
て
、
①
被
ば
く
に
関

す
る
予
防
原
則
を
行
う
こ
と
、

②
放
射
能
汚
染
物
の
一
般
廃

棄
物
焼
却
炉
で
の
焼
却
処
分

は
公
害
で
あ
る
こ
と
の
認
識
、

③
ご
み
を
焼
却
す
る
こ
と
の

反
省
（
３
Ｒ
）、
④
原
発
の
中

止
、廃
炉
、⑤
再
処
理
の
中
止
、

⑥
エ
ビ
デ
ン
ス
を
評
価
で
き

る
能
力
、
で
あ
る
と
ま
と
め

ま
し
た
。

　
午
後
は
各
協
会
の
活
動
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

学習会のようす

講師の岩見億丈先生
（岩見神経内科医院院長）

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
学
習
会

　政府は昨年12月、2017年度社会保障関係予算のポイントについて、医療・介護制
度改革を着実に実行するとして、以下の6つを2017年度から施行するとしました。

①　高額療養費の見直し（▲224億円）←歳出削減効果
②　後期高齢者の保険料軽減特例の見直し（▲187億円）
③　入院時の光熱水費相当額の見直し（▲17億円）
④　高額薬剤（オプジーボ）の薬価引下げ（▲196億円）
⑤　高額介護サービス費の見直し（▲13億円）
⑥　介護納付金の総報酬割の導入（▲443億円）

　本紙では、これからの医療について、数回に分けて解説いたします。
　今回は①の高額療養費見直しと③入院時の光熱水費についてです。

　2017年8月から、現役並み所得者の外来上限特例（個人の外来）の上限額を4万
4400円から5万7600円に引き上げ、さらに2018年8月には、外来上限特例を撤
廃し、所得区分を細分化して負担上限額を引き上げます。
　一般所得の方についても、8月から負担上限額を4万4400円から5万7600円

（世帯）に引き上げ、外来上限特例の上限額も1万2千円から1万4千円に引き上げ
となり、それにあわせて14万4400円の年間上限を設けます。
　さらに2018年8月には、外来上限特例1万4千円が1万8千円に引き上げとなり
ます。（表1参照）
　対象者が1番多い、一般所得の世帯は、1月1万3200円の負担増となります。

　65歳以上の医療療養病床に入院する軽度者（医療区分Ⅰ）の光熱水費相当額
を2017年10月から日額320円を370円に引き上げ、中重度者（医療区分Ⅱ、Ⅲ）
は現在負担はありませんが、2017年10月から日額200円、2018年4月から370
円にアップします（難病患者を除く）。（表2）
　医療と介護の制度見直しが全て実施されると、夫婦世帯のケースで月額2万
7776円負担が増え、高齢者の家計に大きな影響を及ぼすことになります（表3）。

２０１７年 どうなるこれからの医療

70歳以上　医療費　

　自己負担上限　月 1万3千円増

医療区分Ⅱ、Ⅲ　

　光熱水費　月 1万1100円の負担に

現　在 2017年10月 2018年4月 負　担　増
（現在との比較） 対　象

軽　度　者
（医療区分Ⅰ ） 1日 320円 1日 370円 1日 50円

月 1,500円 20万人中重度者
（医療区分Ⅱ、Ⅲ） 0円 1日 200円 1日 370円 1日 370円

月 1万1100円
2016年12月16日朝日新聞をもとに作成

表2　65歳以上の入院時光熱水費の自己負担アップ

表3　夫婦世帯のケース（月額）
現　　在 見直し後 負　　担

医　療
（夫婦とも

1割負担）

高 額 療 養 費 夫 計4万4,400円 計5万7,600円 計1万3,200円↑妻

保 険 料 夫 3,833円 5,892円 2,059円↑
妻 350円 1,767円 1,417円↑

光 熱 水 費 夫 0円 1万1,100円 1万1,100円↑
介護（夫婦とも1割負担） 変化なし

2万7,776円アップ
※夫（78）の年金収入は年211万円、妻（76）は100万円の場合　　

2016年12月24日岩手日報より

表1　医療費を100万円使った場合

年　　収 現　在 2017年8月 2018年8月 負　担　増
（現在との比較） 対　象

1,160万円以上
入院＋外来

（世帯合算） 8万7,430円 25万4,180円 16万6,750円 28万人
個人の外来 4万4,400円 5万7,600円 25万4,180円 20万9,780円

770万～1,160万円
入院＋外来

（世帯合算） 8万7,430円 17万1,820円 8万4,390円 18万人
個人の外来 4万4,400円 5万7,600円 17万1,820円 12万7,420円

370万～770万円
入院＋外来

（世帯合算） 8万7,430円 据え置き 118万人
個人の外来 4万4,400円 5万7,600円 8万7,430円 4万3,030円

住民税課税～370万円
入院＋外来

（世帯合算） 4万4,400円 5万7,600円 1万3,200円 1,243万人
個人の外来 1万2,000円 1万4,000円 1万8,000円 6,000円

住民税非課税
入院＋外来

（世帯合算） 2万4,600円 据え置き 468万人
個人の外来 8,000円 据え置き

住民税非課税で
年金80万円以下など

入院＋外来
（世帯合算） 1万5,000円 据え置き 349万人
個人の外来 8000円 据え置き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                                      　　　 2016年12月23日朝日新聞をもとに作成

70歳以上の医療費の自己負担上限（月額）
　　           

➡ ➡
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今
年
の
箱
根
駅
伝
で
、堂
々

た
る
三
連
覇
を
遂
げ
た
青
山

学
院
大
学
陸
上
競
技
部
。
後

日
選
手
た
ち
が
渋
谷
ハ
チ
公

前
か
ら
優
勝
パ
レ
ー
ド
を
行

う
な
ど
、お
正
月
を
大
い
に
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
監

督
を
務
め
る
原
晋
氏
も
マ
ス

コ
ミ
か
ら
引
っ
張
り
だ
こ
で
、

も
は
や
レ
ジ
ェ
ン
ド
（
伝
説

的
存
在
）
の
呼
び
声
さ
え
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
こ
の
原
監

督
、平
成
十
六
年
四
月
に
監

督
に
就
任
す
る
ま
で
は
、電
力

会
社
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。
省

エ
ネ
空
調
設
備
の
セ
ー
ル
ス

で
ト
ッ
プ
記
録
を
作
り
、新
規

事
業
も
立
ち
上
げ
る
な
ど
、実

は
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
も
レ

ジ
ェ
ン
ド
で
し
た
。

　
原
監
督
は
言
い
ま
す
。
ビ

ジ
ネ
ス
の
現
場
で
ト
ッ
プ

チ
ー
ム
を
作
っ
た
方
法
論
を
、

私
は
そ
の
ま
ま
駅
伝
に
持
ち

込
ん
だ
の
だ
…
と
。
医
療
現

場
の
チ
ー
ム
づ
く
り
に
も
応

用
で
き
る
原
監
督
の
方
法
論

を
私
な
り
に
ひ
と
こ
と
で
言

え
ば
、さ
し
ず
め
「
共
感
と
自

律
」で
す
。「
指
示
命
令
に
よ
っ

て
○
○
さ
せ
ら
れ
て
い
る
」

と
い
う
〝
や
ら
さ
れ
感
〟
を

消
し
去
り
、「
掲
げ
ら
れ
た
ビ

ジ
ョ
ン
は
納
得
で
き
る
。
面

白
そ
う
だ
！
」
と
感
じ
て
も

ら
い
、メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り

が
与
え
ら
れ
た
役
割
を
果
た

す
べ
く
自
ら
目
標
を
定
め
て

行
動
す
る
…
。
ま
さ
に
、理
想

的
な
シ
ナ
リ
オ
で
す
。

　
平
成
二
十
七
年
の
お
正
月

に
優
勝
を
遂
げ
る
ま
で
の
数

カ
月
、原
監
督
は
「
ワ
ク
ワ
ク

大
作
戦
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。
我
々

は
優
勝
を
目
指
せ
る
の
だ
と

本
当
に
信
じ
て
、ワ
ク
ワ
ク
し

な
が
ら
練
習
し
、過
酷
な
レ
ー

ス
を
心
か
ら
楽
し
も
う
、と

い
う
も
の
。
果
た
し
て
、走

り
終
え
た
選
手
た
ち
の
口
か

ら
出
た
言
葉
は
「
や
ば
い
！

め
っ
ち
ゃ
楽
し
い
！
」
で
し

た
。
そ
の
あ
と
平
成
二
十
八

年
に
は
、自
分
も
沿
道
の
方
々

も
ハ
ッ
ピ
ー
指
数
が
上
が
る

よ
う
に
し
よ
う
！
と
い
う

「
ハ
ッ
ピ
ー
大
作
戦
」。
そ
し

て
平
成
二
十
九
年
に
は
、「
サ

ン
キ
ュ
ー
大
作
戦
」
な
る
言

葉
を
掲
げ
、こ
れ
ま
で
応
援
し

て
く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
を

レ
ー
ス
で
表
現
し
よ
う
！
と

動
機
づ
け
て
三
連
覇
を
果
た

し
た
わ
け
で
す
。

　
表
面
だ
け
見
れ
ば
、な
ん
だ

か
学
生
た
ち
に
迎
合
し
て
悪

ふ
ざ
け
し
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
の

プロフィール
　明治大学法学部卒業後、広
告会社のコピーライターや国
内外でのホテル実務経験を経
て、仙台ＹＭＣＡ国際ホテル
専門学校の教官となり、のち
副校長。
　2001 年、仙台市にインター
サーブ・ホスピタリティ開発
事務所を設立。ホスピタリ
ティ・マーケティングや能力
開発、職場のチーム力向上な
どに関するコンサルティング
を主業務とする。
　身内には、医師や看護師を
はじめ医療関係者が 20 数名。

「ホスピタリティ発想と、

　スタッフの成長支援」

第 18 話

「教官」よりも、「共感」
木
き

　島
しま

　　　上
たかし

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、し
か
つ
め

ら
し
い
表
情
で
、も
っ
と
も
ら

し
い
言
葉
を
語
る
よ
り
も
、若

い
選
手
た
ち
に
と
っ
て
〝
腑

に
落
ち
る
〟
表
現
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
何
し
ろ
結
果
が

証
明
し
て
い
ま
す
か
ら
。

　
「
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
と
は
、

み
ん
な
で
こ
れ
を
目
指
そ

う
！
と
行
き
先
を
示
し
、示
し

た
行
き
先
に
共
感
を
得
る
力

だ
」。
破
綻
し
た
リ
ゾ
ー
ト
を

こ
と
ご
と
く
再
生
さ
せ
る
星

野
リ
ゾ
ー
ト
の
社
長
、星
野
佳

路
氏
の
言
葉
で
す
。
星
野
社

長
も
ま
た
、決
し
て
上
か
ら
目

線
の
物
言
い
を
せ
ず
、社
員
が

当
事
者
意
識
を
持
っ
て
自
律

的
に
、し
か
も
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
創
造
的
に
動
き
出
す
風

土
を
醸
成
す
る
「
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
分
野
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
」

で
す
。
行
先
を
示
す
だ
け
で

は
、ま
だ
足
り
な
い
。「
な
ぜ

こ
れ
を
実
現
さ
せ
た
い
の
か
。

こ
れ
を
実
現
さ
せ
た
ら
ど
ん

な
に
良
い
こ
と
が
待
っ
て
い

る
の
か
」
と
い
う
の
を
〝
腑

に
落
ち
る
〟
よ
う
に
伝
え
ら

れ
る
か
ど
う
か
。
そ
れ
こ
そ

が
、成
否
を
握
る
カ
ギ
な
の
で

す
ね
。

　

あ
～
せ
い
、こ
～
せ
い
と

〝
上
か
ら
目
線
〟
で
訓
示
す
る

﹃
教
官
﹄
よ
り
も
、「
だ
よ
ね
～
、

分
か
る
～
、確
か
に
～
」
と
メ

ン
バ
ー
が
呼
応
し
て
自
律
的

に
動
き
出
す
よ
う
な
﹃
共
感
﹄。

今
ど
き
の
チ
ー
ム
づ
く
り
に

は
、そ
ち
ら
の
ほ
う
が
効
き
目

が
あ
る
よ
う
で
す
。
チ
ー
ム

の
風
邪
に
は
、早
め
の
「
共
感
」

を
。

【
日
　
時
】

　
　
２
０
１
６
年

　
　
　
11
月
15
日
㈫

　
19
：
30
～
21
：
13

【
場
　
所
】

　

 

盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル

会
議
室

【
出
席
者
】

　
　
役
員
、事
務
局
併
せ
て

16
名　
　
　
　
　
　

１
、
２
０
１
６
年
10
月
期

活
動
報
告
並
び
に
11
～

12
月
期
活
動
計
画
が
承

認
さ
れ
た

２
、
厚
生
労
働
省
に
対
し

て
再
度
の
情
報
公
開
を

求
め
る
不
服
審
査
請
求

を
提
出
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
た

３
、
災
害
対
応
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
討
す
る
こ

と
に
な
っ
た

理
事
会
だ
よ
り 

11
月

【
日
　
時
】

　
　
２
０
１
６
年

　
　
　
12
月
13
日
㈫

　
19
：
00
～
19
：
57

【
場
　
所
】

　

 

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

盛
岡
Ｎ
Ｅ
Ｗ 

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

【
出
席
者
】

　
　
役
員
、事
務
局
併
せ
て

21
名　
　
　
　
　
　

１
、
２
０
１
６
年
11
月
期

活
動
報
告
並
び
に
12
月

～
２
０
１
７
年
１
月
期
活

動
計
画
が
承
認
さ
れ
た

２
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た

３
、
宮
城
協
会
作
成
「
乳

歯
を
捨
て
な
い
で
」
ポ

ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
活

用
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

た 理
事
会
だ
よ
り 

12
月

　　　　　　　　　　東京あきば会計事務所　税理士　奥　津　年　弘

　2016年度の確定申告の受付（2月16日から3月15日）が始まります。
会員の先生より、「番号制度不安を感じています。番号提出を求められ
ても、見合わせています。確定申告の時期が近付いていますが、番号記
載・提出はどのようになるのでしょうか。記載なしでも提出できますか」
という質問を受けました。一緒に見ていきましょう。

1．番号記入の場合

　今回の確定申告書より、申告書に個人番号の記載欄が設けられまし
た。申告書の1表（表面）には、申告者本人の番号、2表（提出用は2枚
目、控は裏面）には、配偶者・扶養家族などの番号記入欄があります。
また記入した場合、本人確認書類の提示又はコピーの添付が必要となり
ます。個人番号カード等のコピーの添付箇所（個人番号カードがない
場合は通知カードと運転免許証などの身元確認書のコピー）の添付箇
所のある添付台紙が用意されています。
　持参する場合は、カードの提示又はコピーの提出、郵送の場合はコ
ピーの提出ということになり、さらに持参して「提示」する場合は、そ
の場で、申告書に記載された番号と持参した本人が、個人番号カードの
番号と写真が一致するか「本人確認」が行われます。この作業は税務
職員・納税者にとってもかなり「手間」になり、現実的には、番号が無
い方が時間はかかりません。

2．提出しない場合のＱ＆Ａ

　さて番号記入をしないということについては、国税庁のホームページ
「平成28年度確定申告の番号制度概要に関する FAQ 平成29年1月4日
更新」では、次のような「Ｑ＆Ａ」があります。

「Q2-3-2　申告書等にマイナンバー（個人番号）・法人番号を記載して
いない場合、税務署等で受理されないのですか。

（答）税務署等では、社会保障・税番号＜マイナンバー＞制度導入直後

の混乱を回避する観点などを考慮し、申告書等にマイナンバー（個人番
号）・法人番号の記載がない場合でも受理することとしていますが、マ
イナンバー（個人番号）・法人番号の記載は、法律（国税通則法、所得税
法等）で定められた義務ですので、正確に記載した上で提出してくださ
い。 …」
　また、次の Q2-3-3では、個人番号の記載がない場合や誤りがある場
合には、罰則の適用はありますかとの設問に対し、 「罰則規定は、税法上
設けられておりません ･･･」としています。
　税務署窓口で申告書を持参した場合で「番号の記載なし」の場合は、
税務署内部での運用を示した「事務実施要領」では、個人番号の「記載
指導」をして、「記載不能」すなわち通知カード等を持ち合わせていな
くて記載ができない場合は、「番号制度に関するチラシを交付」して「収
受」するという流れが示されています。
　前記 Q2-3-2の（答）の続きでは、「記載がない場合、後日、税務署か
ら連絡をさせていただく場合があります」としています。しかし、仮に
番号記載がない場合、電話をかけて確認するということは予定されてい
ません。税務署からの電話という保証はありませんので、安易に答えな
いようにしてください。

3．提出表等

　今回の受付から、税務署の総合窓口で提出する場合のみ、非常に混雑
する中、書類を厳格に扱うため「提出表」という整理票に必要事項を添
付して提出します。「提出表」には、氏名・電話番号・番号記載書類の
提出があるの✓、申告書控えがあるかの✓の欄があります。

4．郵送等

　また郵送や税務署の玄関近くにある時間外収受箱への投函によるも
のは、番号記載のない場合でも、例年通り収受されます。この場合、受
付の収受印をもらうため、申告書控えと自己の宛先を書いて切手を貼っ
た返信用封筒を忘れないでください。郵送や税務署の時間外収受箱投
函の場合、前記の提出表は必要ありません。番号を提
出しないという方は郵送や時間外収受箱に投函する提
出も考えてみてください。その他電子申告という提出
方法もありますが、割愛しました。（以上）

確定申告の個人番号（マイナンバー）
記入と提出について



■　東北銀行、北日本銀行と協定融資制度がございます。詳しくはお問い合わせ下さい。FAX 019-651-7374 またはメール iwayou@doc-net.or.jp までお願いします。

 2017年２月５日 「第三種郵便物認可」 岩 手 県 保 険 医 新 聞 第 485 号   (4)

社 保 だ よ り

点数Ｑ＆Ａ
－請求等のご質問について
　調べてお答えしております－

医
科検

　
査

Q　

終
夜
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ

フ
ィ
ー
「
３
」
を
過
去
に

行
っ
た
患
者
に
つ
い
て
、

治
療
の
効
果
を
見
る
た
め

に
同
じ
検
査
を
し
た
場

合
、
検
査
料
の
算
定
は
可

能
か
。
患
者
は
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ

の
機
械
を
自
分
で
購
入
し

て
お
り
、
在
宅
持
続
陽
圧

式
呼
吸
療
法
指
導
管
理
料

は
算
定
し
て
い
な
い
。

A　

点
数
表
に
は
「
在
宅

持
続
陽
圧
式
呼
吸
療
法
指

導
管
理
料
を
算
定
し
て
い

る
患
者
に
つ
い
て
は
、
治

療
の
効
果
を
判
定
す
る

た
め
、
初
回
月
に
限
り
２

回
、
翌
月
以
後
は
１
月
に

１
回
を
限
度
と
し
て
算
定

で
き
る
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
終
夜
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ

フ
ィ
ー
「
３
」
で
治
療
の

効
果
を
見
る
場
合
は
、
管

理
料
を
算
定
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

画
像
診
断

Q　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
行
っ
た
後

日
、
同
じ
月
で
同
日
の
午

前
と
午
後
に
１
回
ず
つ
Ｍ

Ｒ
Ｉ
を
し
た
場
合
の
算
定

に
つ
い
て
。

A　

点
数
表
に
は
「
Ｍ
Ｒ

Ｉ
を
同
一
月
に
２
回
以
上

行
っ
た
場
合
は
、
当
該
月

の
２
回
目
以
降
の
断
層
撮

影
に
つ
い
て
は
一
連
に
つ

き
所
定
点
数
の
１
０
０
分

の
80
に
相
当
す
る
点
数
に

よ
り
算
定
す
る
」
ま
た
、

「
同
一
日
に
２
回
行
っ
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影

は
、
そ
の
患
者
に
何
ら
か

の
変
化
が
あ
り
、
必
要

が
あ
っ
て
実
施
し
た
場
合

は
、
一
連
の
扱
い
で
は
な

く
そ
れ
ぞ
れ
算
定
で
き

る
。
た
だ
し
、
２
回
目
以

降
の
撮
影
は
２
回
目
以
降

の
点
数
と
な
る
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
１
回
目
は
所

定
点
数
、
２
回
目
と
３
回

目
は
１
０
０
分
の
80
で
の

算
定
と
な
り
ま
す
。

　
万
が
一
の
時
の
た
め
に
生

命
保
険
に
加
入
し
て
い
る
先

生
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
際
、
受
取
人
を
家
族
や
親

族
に
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

　
し
か
し
、
残
さ
れ
た
家
族
が

未
成
年
だ
っ
た
場
合
や
認
知

症
の
配
偶
者
の
場
合
、
障
が

い
の
あ
る
子
ど
も
や
高
齢
の

親
御
さ
ん
だ
っ
た
場
合
な
ど
、

保
険
金
の
財
産
管
理
に
不
安

が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
時
に
、
全
て
の

保
険
会
社
で
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
生
命
保

険
信
託
」
と
い
う
受
け
取
り

方
が
あ
り
ま
す
。

　
〝
信
託
〟
と
は
、
他
人
（
受

託
者
）
に
一
定
の
目
的
に
従
っ

て
財
産
の
管
理
ま
た
は
処
分

を
行
わ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
受
託
者
に
財
産
権
の

移
転
そ
の
他
の
処
分
を
す
る

こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
生
命
保
険
信
託
は
、
死
亡

保
険
金
に
つ
い
て
信
託
の
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、「
死

後
、
毎
月
〇
〇
円
ず
つ
子
ど

も
の
口
座
に
振
り
込
む
」
な

ど
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

例
１
） 

夫
婦
同
時
死
亡
後
の

子
ど
も

　
不
慮
の
事
故
等
に
遭
わ
れ

た
場
合
、
子
ど
も
が
未
成
年

の
う
ち
は
財
産
管
理
に
不
安

が
残
り
ま
す
。

　
「
第
一
受
取
人
を
配
偶
者
・

受
取
方
法
は
一
括
」、「
第
二

受
取
人
は
子
ど
も
、
受
取
方

法
は
分
割
」
と
設
定
し
て
い

れ
ば
、
配
偶
者
ご
存
命
の
場

合
は
配
偶
者
に
一
括
で
残
し
、

夫
婦
同
時
死
亡
の
時
は
子
ど

も
に
分
割
で
お
金
を
渡
す
こ

と
が
可
能
で
す
。

例
２
） 
高
齢
の
親
・
認
知
症

の
配
偶
者

　
現
在
、
元
気
な
高
齢
の
親

御
さ
ん
や
配
偶
者
を
受
取
人

に
指
定
し
て
い
る
場
合
、
将

来
、
認
知
症
な
ど
に
よ
り
財

産
管
理
が
困
難
と
な
る
不
安

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
場

合
、
定
例
交
付
（
月
次
交
付
）

を
指
定
す
れ
ば
、
毎
月
決
ま
っ

た
金
額
を
届
け
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
介

護
費
用
な
ど
の
急
な
出
費
に

も
「
随
時
交
付
」
が
利
用
で

ちっちや食堂
二　戸　市
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知
る
人
ぞ
知
る
、
ち
っ
ち

や
食
堂
（
ハ
ッ
ピ
ー
ド
ラ
ッ

グ
二
戸
店
近
く
）。
元
は
牛
乳

屋
さ
ん
で
牛
乳
の
「
ち
っ
ち
」

が
店
名
の
由
来
で
す
。
ラ
ー

メ
ン
、
カ
レ
ー
、
丼
も
の
が

中
心
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ

り
。
お
す
す
め
は
ス
ー
ラ
ー

タ
ン
メ
ン
（
７
８
０
円
）
と

カ
ツ
丼
（
８
０
０
円
）
で
す
。

　
注
文
し
た
カ
ツ
丼
は
今
ま

で
食
べ
た
こ
と
の
な
い
分
厚

い
カ
ツ
。
衣
は
薄
く
、
お
肉

の
旨
み
が
感
じ
ら
れ
、
と
っ

て
も
柔
ら
か
。
ア
ツ
ア
ツ
の

カ
ツ
と
と
ろ
と
ろ
の
卵
に
、

絶
妙
な
タ
レ
が
絡
み
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
の
に
飽
き

ず
に
ペ
ロ
リ
と
い
け
ま
す
。

　
漬
物
は
薄
味
な
の
に
、
や

み
つ
き
に
な
る
味
で
し
た
。

味
噌
汁
も
煮
干
し
の
出
汁
が

き
い
て
い
ま
す
。

　
ぶ
っ
と
べ
キ
ャ
ベ
ツ
メ
ン

チ
（
１
コ
２
０
０
円
）
も
、

と
っ
て
も
大
き
く
サ
ク
サ
ク
、

ジ
ュ
ー
シ
ー
。
ぶ
っ
と
べ
と

は
「
二
戸
産
の
ブ
ラ
ン
ド
肉

で
、
豚
、
鶏
、
牛
」
を
使
っ

た
料
理
で
す
。

　
お
昼
の
時
間
帯
は
満
席
に

な
る
ほ
ど
混
み
、
店
内
に
は

出
前
の
注
文
の
電
話
が
。
値

段
も
量
も
嬉
し
く
、
さ
ら
に

味
も
良
い
。
地
元
民
の
胃
袋

を
満
た
す
「
ま
ち
の
食
堂
」

で
す
。

二
戸
市
福
岡
字
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嶺
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℡
０
１
９
５
―
２
３
―
３
０
０
３

営
業
時
間
　

　
　
11
：
30
〜
14
：
00
　
　

　
　
17
：
30
〜
19
：
00
　
　

定
休
日

　
第
２・４
日
曜
日

ボリューム満点のカツ丼

医
学
部
受
験
最
新
情
報

　
11
月
26
日
㈯
、
サ
ン
セ
ー

ル
盛
岡
に
て
、
医
院
経
営
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
、
長
谷
川
恭
一

税
理
士
（
盛
岡
市
）
に
よ
る

「
新
規
開
業
の
心
構
え
と
こ
れ

か
ら
の
医
療
経
営
・
事
業
継

承
」
と
い
う
表
題
で
の
講
演

で
し
た
。
長
谷
川
氏
は
、
新

規
開
業
に
向
け
て
、
医
療
業

界
は
氷
河
期
で
あ
る
が
故
に
、

銀
行
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
任

せ
に
せ
ず
、
自
分
で
確
認
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

開
業
後
は
、
支
払
日
等
の
ル
ー

ル
を
決
め
、
預
金
管
理
を
き

ち
ん
と
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
個
人
、
法

人
そ
れ
ぞ
れ
の
細
か
な
話
を

交
え
、
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
第
二
部
は
、
医
学
予
備
校

メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
ボ
の
山
本
雄

三
氏
を
講
師
に
、「
医
学
部
の

受
験
事
情
や
受
験
準
備
の
た

め
の
基
礎
知
識
」
と
い
う
表

題
で
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
山
本
氏
は
、
現
在
の
医
学

部
受
験
事
情
は
、
受
験
生
の

資
格
志
向
、
新
設
医
科
大
学

世
代
の
子
ど
も
た
ち
が
受
験

期
に
あ
る
こ
と
や
、
女
子
の

医
学
部
志
望
増
加
等
々
の
時

代
背
景
に
よ
り
、
親
世
代
の

感
覚
以
上
に
難
関
に
な
っ
て

お
り
、
実
際
、
一
部
の
私
立

大
学
で
は
３
浪
以
上
の
合
格

者
割
合
が
一
番
多
い
大
学
も

あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
学
に
よ
る
出
題

傾
向
も
特
徴
が
あ
り
、
大
学

ご
と
に
対
策
を
と
る
必
要
が

あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
受
験
生
本
人
や
ご
師
弟
が

受
験
生
の
参
加
者
も
い
た
こ

と
か
ら
、
推
薦
入
試
も
チ
ャ

ン
ス
が
１
回
増
え
た
と
思
い

受
験
す
る
こ
と
、
現
役
合
格

に
向
け
た
学
年
別
、
教
科
別
、

小
論
文
の
勉
強
法
な
ど
も
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
私
立
大
学
の
学

費
と
奨
学
金
に
つ
い
て
、
私

立
大
学
は
学
費
の
差
が
大
き

い
の
で
確
認
す
る
こ
と
、
奨

学
金
の
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、

結
果
的
に
国
公
立
大
学
よ
り

も
学
費
が
安
く
な
る
場
合
も

あ
り
、
積
極
的
に
検
討
し
て

み
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と

述
べ
ま
し
た
。

　
当
日
の
参
加
者
に
は
講
師

講演のようす

が
編
集
長
を
務
め
る
著
書

「
２
０
１
７
年
度
用
医
学
部
最

新
受
験
情
報
（
時
事
通
信
社
）」

が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

講
演
後
も
個
別
相
談
さ
れ
る

方
が
い
る
な
ど
盛
況
に
終
わ

り
ま
し
た
。

▼
参
加
者
の
感
想

・
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
面
白

か
っ
た
。
開
業
す
る
時
の
参

考
に
な
っ
た
。

・
医
学
部
受
験
の
た
め
に
必
要

な
こ
と
は
な
に
か
、
詳
し
く

分
か
っ
た
。

・
息
子
と
と
も
に
受
講
し
ま
し

た
が
、
彼
を
連
れ
て
き
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
の
ん

気
に
受
験
し
て
は
い
け
な
い

事
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

考
え
た
こ
と
あ
り
ま
す
か

自
分
が
死
ん
だ
後
の
財
産
管
理

き
ま
す
。

　
「
生
命
保
険
信
託
」
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
保
険
金
の
行
き

つ
く
先
を
自
分
の
要
望
通
り

に
で
き
る
こ
と
で
す
。
ま
た

第
一
受
取
人
が
万
が
一
死
亡

し
た
場
合
、
残
余
財
産
を
別

の
人
に
指
定
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。
た
だ
、
保
険
料
以

外
に
信
託
に
伴
う
別
の
コ
ス

ト
が
必
要
と
な
る
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
コ
ス
ト
等

を
考
え
な
が
ら
、
必
要
で
あ

れ
ば
、
こ
う
し
た
制
度
を
利

用
す
る
の
も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

早
め
の
志
望
校
決
定
と
対
策
を

医
学
部
合
格
の
壁
は
急
速
に
高
く
な
っ
て
い
る


